
キーワード 応用分野

［研究の先に見据えるビジョン］

世界的に高齢化への対策が課題となる中、人体に優しいフ

レキシブルなセンサデバイスに注目が集まっています。

我々は、「有機材料の柔らかさを活かしたフレキシブル・

ストレッチャブルエレクトロニクス」の作製プロセスを確

立し、その有用性を世界に先駆けて実証しました。具体的

に実用化したのは、シート型のセンサシステムです。

例えば、脳活動計測システム・パッチ式脳波計（図1）は、

世界最薄・最軽量（厚さ6mm、重さ24g）で、額に貼り付

けるだけで簡単に脳波の計測を行うことができます。

2020年8月に医療機器の認証を取得し、医療用脳波計とし

て、医療の現場からヘルスケアなどへの展開が進んでいま

す。さらに、橋梁や橋脚などの効率的な点検・管理手法の

研究開発も進めています。壁紙のようなシート型センサを

「貼り付けるだけ」で構造物の状態を把握できるセンサシ

ステムの実現が期待されます（図2）。

微小信号計測用シート型

センサをAIと組み合わせ、

医療・ヘルスケアや大規

模構造物の維持・管理、

農業等、多様な社会分野

を支えることを目指して

います。
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図1 世界最薄・最軽量の医療用

シート型脳波計

図2 シート型構造物ヘルスケアシ

ステム

フレキシブルICT・AIシステムの社会実装
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Society5.0の実現、SDGsやパリ協定の⻑期目標の達成、

資源・環境制約の克服、また、COVID-19の影響を受け、

急激に高まる社会のデジタルトランスフォーメーション化

のために、早急な革新的マテリアル開発がこれまで以上に

求められています。

我々はこれまでに、独自開発の光電変換材料評価装置（図

1）と機械学習・人工知能によるデータ科学的統計法を用

いて、多くの労力と時間を要してきた材料開発プロセスを

一気に短縮する評価手法と、それによる新たな材料・プロ

セスを次々と生み出してきました。一例として、次世代太

陽電池として期待されている有機太陽電池（図2）の開発

が挙げられます。

今後は、数々の独自開発評価法とマテリアルズ・インフォ

マティクスを始め、さらに様々な分野・手法の融合にも挑

戦し、日本発の革新的マテリアル開発を先導していきます。

私は、光・電気・誘電性といったさまざまな機能

の背後にある物理化学を基軸とし、メカニズムの

解明、新規機能性材料の開発、新たな評価装置・

解析手法の開発を行ってきました。今後も、新た

な挑戦は続けつつも、これまでの方向性を追求し

ていきます。革新的な評価手法の開発と、革新的

な材料開発を車の両輪として、持続可能な地球環

境保全へ、研究を通じて貢献し続けます。
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図1 独自開発した光電変換材料

評価装置

図2 研究室で作製した有機太陽

電池

基礎科学に基づく新エネルギー変換材料の開発
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